
五島 の 火 山 と火山弾者

山野道雄 知

~ 1. まえがき

玉島列島には島の北部と南部に数多くの火山が噴出し

ており，その火山岩は大部分が，アルカリ玄武岩で，と

くに福江岩と命名された火山岩が五島に限って噴出して

おり，また各種類にわたり数多くの火山弾が採集される

今回は，特に列島の南端にある福江島周辺に噴出した富

江湾火山群における火山と火山弾について調査したもの

を報告する

~ 2. 五島列島の火山地形

玉島はおける火山は地位的および岩石の類似性からい
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っても，日本海南西火山環に属しているとみてもよく，

同系の他の火山と同じように過去における活動記録はな

いが，第四紀に噴出した火山とされている

五島の火山地形は第 1図に示すように，上五島火山群

と下五島火山群とに分けられる

A)上五島火山群列島の北端に位置し，宇久島と小値

賀島および20数個の小さな属島よりなっている.

宇久島は開析された小型の溶岩円頂丘，城岳， (259m) 

を中心とする酸性の安山岩からなり，島の一部はアルカ

リ玄武岩におおわれている.小値賀島は主島にある番岳

(104m)を中心として約 3.5kmの放射状円内に個々

の隣接距離2，...， 3 kinからなる 20個ほどの砕屑丘から

なり，あるものは臼状をなし，またあるものは宇久島，

黒島，納島のように 2個の火山が連接して一つの島をな

しているものもある

B)下五島火山群

列島の南端にある福江島およびその周辺に噴出し，こ

れを二分して島の北西にある三井楽火山群と南東にある

富江湾火山群とに分けられる

三井楽火山群は三井楽溶岩台地上に形成された楯状火

山，京ケ岳 (183m) と，その西方海上にある 2個の連

接した火山・瑳磯島 (130m)，東の岐宿溶岩台地からな

っている.

富江湾火山群は富江湾の黒島 (99m)を中心とするほ

ぼ7.5kmの円内に北から福江の溶岩台地とその上にあ

る三つの小型成層火山群，鬼岳 (317m)，中岳 (254m)，

火ノ岳 (315m)，これに連接した崎山溶岩台地上にある

こつの小型成層火山，箕岳 (143)，臼岳 (125m)，東方

に赤島 (54m)，黄島 (92m)，、大板部 (11m)，小板部

(8 m)，南に富江溶岩台地とその上にある砕屑丘，只

狩山 (86m)からなっている.これらの黒島を中心とす

る富江湾火山群は，第2図に示すようにカノレデ、ラ(侵蝕

型)を思わすものがある.第四紀に噴出形成された一環

の溶岩台地が，長年にわたる海蝕のため，現在のちぎれ

た二つの半島と島とに分離されたものと息われる

なお海底の地質と等深線との関係も過去の連続した地

形を想像させる. この侵蝕カノレデラについては今後詳し

く調査してみたい.
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第 2図富江湾カ Jレデラ

~3. 五島の火山における火山岩
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上五島火山群における宇久島の大部分は，輝石安山岩

からなり，島の中央部にある城ケEは五島火山中唯一の

酸性の溶岩を噴出している.この溶岩は石英安山岩で，

この宇久島をのぞいて，他のすべての火山はアルカリ玄

武岩からなっている.火山岩は地形上二期にわたって噴

出したものと思われる.

第一期の噴出は平坦な溶岩台地および火山島を形成し，

福証，富江，三井楽，岐宿の各溶岩台地，大板部，小板

部の小溶岩島，黒島，赤島，黄島の火山島などである.

第二期の噴出はこれらの台地上に噴出された小型の成層

火山(臼状，楯状)と砕屑丘である

第一期に噴出した火山岩は黒色および褐色の堅岩でき

めが細かいものと多孔質のものとがあり，微晶をなす多

数の白色斜長石は長柱状で，肉眼でも識別できる斑晶を

なしている.これは基性斜長石j輝石および撒慣石を主

成分とする準粗品質玄武岩である.この玄武岩についで

噴出した火山岩は，福江岩 (Fukaeite) といわれるもの

で，福江溶岩台地上にある鬼岳を中心として広くおおは

れ，また他の台地上や火山島の一部にも噴出している.

この岩石は外観上玄武岩に似ているが，基性岩に特有で

ある撒歯石を多量に含有するにかかわらず，著しく基性

でない斜長石を主成分とし，ーかつアノレカリ長石を含有す

ることとされている.この福江岩の化学成分は第 1表に

示すように，日本の各地のアルカリ玄武岩と比較してみ

ると，五島の玄武岩は珪酸量 (Si02) が48.33%ときわ

めて少ないにかかはらず， ，5.08%という多量なアルカリ

成分 (NazO，KzO)を含有することが，他の火山の玄武

岩に比べて異なるところである.

~ 4. 富江湾火山群における火山と火山弾

以上玉島列島の火山地形と火山岩の特徴について述べ

たが，これらの火山において採取された火山弾の中，今

回は富江湾火山群に属するものについて調査したものを

報告する.富江湾火山群における火山弾の採取地は次の

とおりである.

A ・只狩山 富江溶岩台地

B ・黒 島一一富江湾中心点

C ・鬼岳-福江溶岩台地

P・臼岳崎山溶岩台地

なお，この火山群に属する黄島，赤島，板部島は第一

期の噴出によるものと思われるが，火山弾の採取はでき

なかった.

A. 富江溶岩台地と只狩山

富江溶岩台地は福江島の南端に噴出し面積ち.5km2の

平たんなほぼ円形の半島を形成し，対岸の福江溶岩台地

と対応Lて富江湾を形成している.台地の平均高度はわ

ずかに20m内外で、ある.ここの岩石は第一期の噴出物で

あるアルカリ玄武岩で，台地の中心よりほぼ5方向にわ

たって放射状に面状噴火をなして溶岩台地を形成してい

る.第二期の噴出物である只狩山はこの台地の北方(富
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江測候所の南方 500m)に位置する砕屑丘で，開析され

た半月状のEとl噴火口跡を残している

火山弾は只狩山の頂上付近より火口跡付近にわたって

南側に広く採取される.人身大のものより小豆大のもの

まで良型のものが，種類も量:も多くみられる.外面はや

わらかい感じはしないが，岩屑状の付着物はない.

色は主に赤茶色とねずみ色である.内部構造はきめが

細かくはっきりした核はみあたらないが，中心付近に結

晶鉱物(白色斜長百)の流状構造がよく示されている

形は紡錐状，長紡錐状，球状，円扇平状，棒柱状，葉片

状， リボン状が主で双子状や方型等の変型も多い.また

特に小型の火山弾(長経 5mm内外)も採取される.こ

の小型の火山弾は弱い磁石で、容易に吸引される

B.黒島

富江湾のほぼ中心点に位置し，その大きさは(EWl.4 

km， S.NO.9 km)の小型の火山島である.その最高点

は99mで，全島ほとんど第一期の噴出物であるが，島の

東側では基盤岩である海底の砂岩，石英等(古第三紀層)

の砕片を捕獲した角磯集塊岩の層をなしてし、る.また島

のほぼ中央付近から北よりの 90mの高さの地点付近にわ

ずかに第二期の噴出物とみられる新らしい火山の拠出点

があり，ごめ付近一帯に小型の火山弾が多数採集される

ここの火山弾は外面はいたってなめらかで，色は主に赤

茶色とねずみ色で，たたけばにぶい音を発し，粘土細工

のようなやわらかい感じの火山弾である

形は富江只狩山のものと同型のものが多く，特に葉片

状i リボン状，双子状等ねじれた形や変型のものが多い.

はっきりした核は見当らない.大型のものは少なく火山

弾の飛散範囲も狭く，まとまった場所に多く見つけられ

る

c.福江溶岩台地と鬼岳

福江溶岩台地は福江島の東部に噴出し，各辺 7kmの

ほぼ正三角形をなしている.この台地の中央付近に第二

期の活動によってできた小型の成層火山，鬼岳，中岳，

火ノ岳の三つの火山がかなえ状にならんでおり，これら

の火山群から流出した溶岩流は第一期の玄武岩台地を広

くおおっている.鬼岳，火ノ岳は北に向った大きな火口

の跡を残しており，典型的な臼状をなしている.火山弾

は鬼岳，火ノ岳より放出され，鬼岳の北東方 3kmの福江

市西方台村ふきんまで採取される.巨大なものより小立

大のものまであり，また鬼岳の火口底の溶岩塊には紡錐

状や球状の形を残したものがみられる.ここの火山弾は

分析表にあるように福江岩の半品質に属するもので，表

面は粗雑で岩屑の付着物があり，ガサガサした感じをあ

たえる.色は鉄褐色であるが内部は黒色をしている.内

部構造はきめが細かいものと多孔質のもの(大きな空洞

をのこしているものも多い)に分れ，また小型なものに

は結晶鉱物を核としたものがある.この結晶体は内核に

限らず，表皮付近にもよくみられる.また結晶物自体が

うすい溶岩をまとって火山弾の形をなしているものも多

い(長径 5cm位から 5mm位)• 

この結品物は地震課諏訪調査官の肉眼鑑定では石英と

されたものもあるが，また，長崎大学地質学教室で斜長

石と鑑定されたものもある.この石英は福江島の基盤岩

である石英斑岩を外来岩片とする捕獲岩とみてよいと思

う.火山弾の形は大型のものは紡錐状のが多く，こぶし

大になると円盤状，球状，扇平状のものが多く，棒状の

ものは少ない. 小型のものは S字状 u宇状等のよう

にねじれたものが多く， 又火口底付近の表層には小型

(1 cm以下 5mm位)のものがかなり多くまとまって

いる このものは特に火山涙といってよいと思う.形状

は球状，長紡錘状のものが多い.

D. 崎山溶岩台地と臼岳

福江溶岩台地の南につながり，東西2km，南北 3km 

のほぼ楕円形の溶岩台地で，その上に第二期の活動で形

成された砕屑岳，臼岳，箕岳の双子火山がある.この火

山は典型的な臼状を呈し，底径 500m，側面 20
0

_25
0

の

ゆるやかな傾斜をなして，頂上はいずれも北に傾いて円

型の完全な火口を残し，その直径は火山錘底のlJa位で、あ

る.臼岳は南側の海岸に絶壁をなしその火山体の一部は

海蝕のため内部を露出している.火山弾はこの南側の海

岸大平瀬一帯に多い.色は茶褐色と鉄色である.表面は

粗雑で岩屑の付着物が多いが，海ぎわのものは波の摩擦

でなめらかになり，その内部構造のよく分るものが多い.

質は細密でたたけば金属性の音を発する.鬼岳の火山弾

のようにはっきりじた内核は認めにくいが，微晶体の流

状構造は認められる.形は紡錘状，棒状，扇平のものが

多く，またこれらの火山弾の母体面にさらに違った形の

火山弾の形状が認められるものがある(たとえば棒状火

山弾の中に紡錘状のもの，葉片状の中に球状等)また溶

岩塊の側面にも不完全な火山弾の形を呈しているものも

多い.

以上火山弾の形を分類すると，紡錘状，長紡錘状，球

状，円盤状，扇平状，棒柱状，葉片状， リボン状 (S• 

U宇状)，双子状に分けられる.個々の形態については

説明は省略するが，双子状といわれるものは，小型(5 

cmから 1cm位)の扇平や楕円状のものに多く，個々

の火山弾は紡錘状や球状で，縦と縦，横と横h または斜

~ 19-
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に2個または 3個のものが一体になっているもので，黒 火山弾とはー火山の噴出により放出された岩塊で，そ

島，只狩山のものに多い.火山涙は鬼岳，只狩山に多い. の大いさおよび内部構造のU、かんにかかわらず，まとま

~ 5. むすび

これまで玉島における富江湾火山群に属する火山と火

山弾の形態等について述べたが，火山弾の生成は第二期

の噴出物である福江岩による造山過程の最終期にできた

ものと思われる.福江岩の分析表で示すように，珪酸量

が少なく，かつアノレカリ量の多い玄武岩は甚だ流動性に

富み，その火山活動も不活発で短期間の中に終り，その

後全く火山活動は行なわれなかったと想像される.火山

弾は火山体の表層，おもに火口付近を中心に見られるこ

とは火山活動の最終期に生成放出されたとみてよい.火

山弾の内部構造はその流状構造や内外をもつこと，およ

.び火口付近の溶岩塊に火山弾の漸移形を残しているのか

らみても火山弾は活動火口内で溶岩が流動性を保ってい

る聞にその形を造り，放出後における種々の形は二次的

のものと推察される.このことは富士山，三宅島におけ

る火山弾の形態，構造，本質等について調査せられた津

屋博士(東大震研)の考えと一致する.鬼岳における結

晶鉱物の核は石英と斜長石の二つの鑑定がなされている

が，これについてはまた後で、詳しく調査したいJ

現在火山弾についてはいろいろ定義がなされているが，

火山観測法にははっきりした定義がなされていないので，

次のように提唱してみたい.

つである定まった規則の形を有するものをいい，特に小

型.(1 cm以下)のものを火山涙という

終りにこの調査に始終御指導いただ、いた本庁調査官諏

訪彰氏に深謝の意をのベる
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長紡錘状火山弾

X1
/4 

只狩山

鬼岳，火ノ岳 臼岳，箕岳 黒鳥

富江熔岩台地只狩山より富江湾火山群の展望

只狩山南側と噴火口跡

長紡錘状火山弾

X 1/4 
黒島

(山野道雄撮影)

火 山 涙

X1
/5 

只狩山，鬼岳

黄島



紡錘状火山弾 x11s (只狩山) 紡錘状火山弾 X 1/5 (臼岳)

球状火山弾 X 1/5 (箕岳) 球状火山弾 X 1/5 (臼岳)

円錐状火山弾 X 1/5 (鬼岳，只狩山) 紡錐状火山弾 X 1/5 (箕岳)



棒状火山弾 X1/5 臼岳大平瀬海岸 柱状火山弾 X1
/5 鬼岳，只狩山

J与‘

双子状火山弾 X 1/5 只狩山，黒島，鬼岳 石英火山蝉 X1九鬼岳

葉片状火山弾 X1
/5 只狩山，黒鳥 U字状火山弾 1/5 鬼岳，只狩山


